
 

1 

第 5年 2組 国語科学習指導案 

 

令和８年１月２７日（火）第５校時 

場 所     ５ 年 ２ 組 教 室 

在籍児童数        ２５名 

指導者   教諭  溝内  明日香 

１ 研究主題と単元のかかわり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究主題       生き生きと活動する子供たちを目指して 

～国語教育を通して自分の言葉で自分の思いを伝えられる児童の育成～ 

単元名 事例と意見の関係をおさえて読み、考えたことを伝え合おう 

教材名 想像力のスイッチを入れよう 

単元を通して身に付けさせたい力 

メディアとの関わりについて自分の考えをまとめ、友

達に自分の考えを伝える力 

手立て➀ 

具体的なニュースを活用し、メディアと

の関わりについて自分の考えをまとめ、

交流する機会を設ける。 

      いきいきポイント① 

実際に自分が想像力のスイッチを働かせ

る機会を設けて自分事としてとらえられ

るようにする。 

手立て② 

生き生きタイムで活用している

話し合いのポイントを確認する。 

      いきいきポイント② 

心理的安全性のもと話し合いを

進めるため、話すことが苦手な児

童も参加しやすくなる。 

児童の実態 

・自分の意見を他人と交流することが好きな児童と苦手な児童が二極化している。 

・自分の意見を文章にまとめることは苦手だが、話すことで表現ができるため自分の考

えをしっかりともっている児童が多い。 

指導観 

事例と意見の関係に着目した読み方に基づいて読

み、それを踏まえた上で、メディアとの関わりにつ

いて自分の考えを述べられるようにする。そのため

に様々な実際の事例から自分の考えを広げられる

よう、いきいきタイムでの取り組み、News time に

取り組ませ話し合いの機会を多く設け、話合いの精

度を高める活動をしてきた。積極的に文章を読み理

解したことをもとに自分の考えをまとめられるよ

うにしていきたい。 

教材観 

本教材はメディアから発信され

る情報を正確に受け止めるため

に必要な努力について複数の事

例を挙げながら考えを述べてい

る。「想像力のスイッチ」である

四つのキーワードを理解するこ

とは主体的、批判的に情報を読

み解くうえで重要となる。 
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２ 単元の目標 

 ・文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えをまとめ、共有し、自分の考えを

広げることができる。                  （思 C（１）オ、カ） 

 

３ 本単元における言語活動 

 ・メディアとの関わりについて考えを伝え合う。 

 

４ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①文章の構成や展開、文章

の種類とその特徴につい

て理解している。（知（１）

カ） 

①「読むこと」において、文

章を読んで理解したこと

に基づいて、自分の考え

をまとめている。（思 C

（１）オ） 

②「読むこと」において、文

章を読んでまとめた意見

や感想を共有し、自分の

考えを広げている。（思 C

（１）カ） 

①積極的に文章を読んで理

解したことに基づいて自

分の考えをまとめ、学習

の見通しをもってメディ

アとの関わり方について

話し合おうとしている。 

 

５ 指導と評価の計画（全６時間） 

時 ・学習活動       生き生き手立て ◇評価規準・評価方法 

１ ・これまでの自分と

情報との関わりに

ついて発表し合

う。 

・全文を通読し「想

像力のスイッチ」

について話し合

う。 

・学習の目標を設定

し、学習計画を立

てる。 

 

 

 

      発表し合うことで情報

との関わり方について

身近に感じられるよう

にする。 

      初発の感想をもとに児

童の言葉から学習の目

標を設定する。 

      児童の言葉から計画を

設定する。 

◇題名や事例に関心をもって

通読し、初発の感想をもっ

ている。【思・判・表①】

（発言・記述） 

◇事例と意見の関係を押さえ

て読み、自分の考えを伝え

あうという活動の見通しを

もち、学習計画を立てよう

としている。【態】（発言） 

 

 

 
学習の目標 「想像力のスイッチ」を読んで筆者の考えをつかみ

メディアについての自分の考えをもち、交流しよう。 
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２ ・文章のまとまりを

捉え、筆者の伝え

たいことを考え

る。 

      「始め－中－終わり」

の展開について話し合

いながら確認する。 

◇文章の構成や展開、文章の

種類とその特徴について理

解している。【知・技①】

（発言・記述） 

◇「読むこと」において、文

章を読んで理解したことに

基づいて、自分の考えをま

とめている。【思・判・表

①】（発言・制作物） 

◇事実と感想、意見などとの

関係を叙述をもとに押さ

え、文章全体の構成を捉え

て要旨を把握している。

【知・技①】（発言） 

３ ・事例とその事例に

対する筆者の意見

を整理する。（図形

の例） 

・事例とその事例に

対する筆者の意見

を整理する。（サッ

カーの例） 

・筆者が考える「想

像力のスイッチ」

について考える。 

      事例と筆者の意見の関

係を話し合わせる。 

      複数の事例を挙げて説

明する効果を捉え、事

例を挙げた筆者の意図

を考えるようにする。 

４
（
本
時
） 

 

・実際の新聞を比べ

ながら読み、どの

ように情報を読み

取ったかについて

交流する。 

 

      「想像力のスイッチ」

をもとに実際にメディ

アとの関わり方を経験

し、「想像力のスイッ

チ」について深く理解

できるようにする。 

      互いの考えの共通点や

相違点を見つけながら

読み、伝え合うように

する。 

      話しやすいように、３

～４人のグループを意

図的につくる。 

      生き生きタイムで活用

している話し合いのポ

イントを確認する。 

◇「読むこと」において、文

章を読んでまとめた意見や

感想を共有し、自分の考え

を広げている。【思・判・

表②】（発言・記述） 
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５ ・メディアとの関わ

り方についての自

分の考えをまとめ

る。 

      「想像力のスイッチ」

について考え、意味す

ることやその表現に対

する自分の考えを持つ

ようにする。 

      「もっと読もう」を参

考にして、自分の経験

や前時までの交流を想

起して今後の関わり方

を書くようにする。 

◇自分の知識や経験から考え

たことを踏まえて、考えを

まとめようとしている。

【思・判・表①】（記述・

制作物） 

◇「読むこと」において、文

章を読んでまとめた意見や

感想を共有し、自分の考え

を広げている。【思・判・

表②】（発言・観察） 

◇積極的に文章を読んで理解

したことに基づいて自分の

考えをまとめ、学習の見通

しをもってメディアとの関

わり方について話し合おう

としている。【態】（発言・

観察） 

６ ・メディアとの関わ

り方について友達

と交流する。 

・単元の学習を振り

返る。 

      本単元で学習したこ

と、考えたことを文章

で書き、捉えなおす。 

 

６ 本時の目標 

 ・新聞から自分が読み取った情報を踏まえて、他者と交流し情報との関わり方について自

分の考えを広げることができる。           【思考力、判断力、表現力等】 

 

７ 本時の展開（４／６時間） 

学習活動 予想される児童の反応 
〇指導上の留意点☆評価 

      いきいきポイント 

時間 

１ 前時までの振り返り

をする。 

 

 

２ 学習の目標と学習計

画の確認をする。 

 

 

３ 本時のめあてを確認

する。 

 

・「想像力のスイッチ」

とは何かについて考

えました。 

 

・今日は新聞を読んで

交流する計画です。 

 

 

・学習計画から今日の

めあては交流になり

そうだな。 

〇筆者が考える「想像力の

スイッチ」について想起さ

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３

分 

 

 

３ 

分 

 

 

２ 

分 

 

      めあては児童の言葉か

ら作り、活動の必要感をも

たせる。 
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４ 新聞を活用しながら

自分だったらどのよ

うに読み取るか考え

る。 

 

 

 

 

 

５ グループに分かれて

自分の意見を交流し

合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 交流を振り返り、友達

との意見の共通点や相違

点をまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・この新聞はこう書い

てあるけど、私は違う

気がする。 

・自分はここと同じ考

えだ。 

・この新聞にはこう書

いてあるけど他の見

方はないかな？ 

 

・確かに私はここに注

目してなかった。 

・自分とは違う考え方

を持っているね。 

・自分と同じ捉え方を

しているね。 

・このグループは全員

同じ考えをもってい

るね。 

 

 

 

 

 

・想像力のスイッチが

友達と違う人もいた

ので、新聞を読むとき

は本当かどうかしっ

かりと確認をしたい

です。 

・友達の意見を聞いた

ら自分の考えも広が

りました。 

 

 

 

〇一人で読む時間を確保す

る。 

〇読み取りが苦手な児童へ

の支援→近くで説明し、

例を提示する 

 

 

 

 

〇あらかじめ意図的なグル

ープを作成し提示する。 

〇いきいきタイムでの話合

いを活用する。 

〇交流の際は他のグループ

に行ってもよいことなど

を伝える。 

〇話合いの途中で中間指導

を行う。 

 

 

 

 

 

〇ノートに文章で記述させ

て自分の考えを広げよう

としているところをみと

る。 
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分 

 

 

 

 

 

 

 

15 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

めあて 新聞記事を見て、思ったことを交流しよう。 

      具体的なニュースを活

用することで、子どもが自

分事としてとらえ交流す

ることができる。 

      身近なニュースを取り

上げる。 
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７ 本時を振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇学習の計画から次時はメ

ディアとの関わり方につ

いてまとめることを伝え

る。 
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分 

 

８ ICT活用 

・学習の目標、学習の計画、前時までの黒板を大型モニターで提示する。 

 

 

９ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆文章を読んでまとめた意見や感想を共有し、自分

の考えを広げている。【思・判・表②】（発言・記述） 

A の手立て 

友達の意見と自分の意見の違いに気付き、ノートに

記述している。 

C→B の支援・手立て 

話合いの様子を思い出せるように支援をする。 

想
像
力
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
よ
う 

○め
新
聞
記
事
を
見
て
、
思
っ
た
こ
と
を
交

流
し
よ
う
。 

いきいきタイム 

目 あいづち リアクション 

○ふ 想
像
力
の
ス
イ
ッ
チ 

① 

『
ま
だ
分
か
ら
な
い
よ
ね
。』 

② 

『
事
実
か
な
、
印
象
か
な
。』 

③ 

『
他
の
見
方
も
な
い
か
な
。』 

④ 

『
何
が
か
く
れ
て
い
る
か
な
。』 

⑤ 

『
〇
〇
』 

一
月
二
十
七
日
（
火
） 


